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会　　　計　　　名 決　　算　　額 差し引き 決算の認定
採決の結果歳入（収入） 歳出（支出）

一 般 会 計 76億7,359万円 74億5,861万円 2億1,498万円 認定

特
　
別
　
会
　
計

工 業 団 地 造 成 事 業 2万円 0万円 2万円 〃
住 宅 団 地 造 成 事 業 1,743万円 798万円 945万円 〃
下 水 道 施 設 事 業 1億6,876万円 1億6,554万円 322万円 〃
農 業 集 落 排 水 処 理 事 業 1億1,274万円 1億926万円 348万円 〃
個 別 排 水 処 理 事 業 5,140万円 5,035万円 105万円 〃
後 期 高 齢 者 医 療 9,455万円 9,447万円 8万円 〃

国民健康保険 事 業 勘 定 10億1,124万円 9億8,459万円 2,665万円 〃診療施設勘定 2億7,877万円 2億5,428万円 2,449万円
介 護 保 険 11億2,992万円 10億7,609万円 5,383万円 〃
簡 易 水 道 等 事 業 6,788万円 6,491万円 297万円 〃
合 　 　 　 　 　 　 　 計 106億630万円 102億6,608万円 3億4,022万円
本 町 財 産 区 特 別 会 計 37万円 5万円 32万円 認定

企 　 業 　 会 　 計 　 名 決　　算　　額 差し引き 決算の認定
採決の結果総収益 総費用

水道事業（収益的収支） 1億4,495万円 1億3,485万円 1,010万円 認定可決
全 会 計 の 総 額 107億5,162万円 104億98万円 3億5,064万円

９　月
議　会
定例会
9/8～ 15

　
町
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
平
成
28
年
度
決
算
の
認
定
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
、
財
産
の
取
得
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結

な
ど
30
件
で
、
す
べ
て
の
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
議
員
10
人
が
登
壇
し
、
町
の
考
え
や
対
応
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

全会計の歳出総額は� 104億98万円
平成28年度決算を認定
認定こども園整備、町道野沢柴崎線改良、地方創生、役場新庁舎改修などの大型事業で

（前年度比9億8,357万円増）

平成28年度決算のポイント
〇�一般会計、各特別会計、水道事業会計を合わせた歳入総額は107億5,162万円（前年度比9.5％
増）、歳出総額104億98万円（前年度比10.4％増）となり、全会計が黒字決算となった。
〇�平成27年度からの繰越事業、補正予算（地方創生採択事業、役場新庁舎改修工事）などで、
歳出総額は当初予算を８億8,028万円上回る大型決算となった。
〇�財政調整基金から7億3,768万円を繰り入れる一方、前年度繰越金などで生じた余剰財源6億
9,550万円を基金に積み立て、実質取崩額は4,218万円であった。

財
政
健
全
化
と
町
民
福
祉
の
向
上
に
向
け
て

引
き
続
き
努
力
を

　

決
算
審
査
に
付
さ
れ
た
書
類
は
適
正
に
作
成
さ
れ
て
お
り
、

数
値
に
誤
り
は
な
く
、
予
算
の
執
行
も
お
お
む
ね
適
正
と
認

め
ま
し
た
。

　

税
等
徴
収
対
策
本
部
会
議
で
未
納
対
策
に
力
を
入
れ
て
、

収
入
未
済
額
は
平
成
24
年
度
に
１
億
円
を
下
回
っ
て
か
ら
毎

年
減
少
し
て
お
り
、
不
納
欠
損
額
も
減
少
し
て
い
る
こ
と
は

評
価
で
き
ま
す
。

　

特
別
会
計
で
は
、
未
分
譲
と
な
っ
て
い
る
工
業
団
地
に
つ

い
て
、
ま
ち
・
ひ
と
。
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
対
応
し
た

対
策
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
水
道
事
業
で
は
、
今
年
度
か

ら
老
朽
管
の
更
新
事
業
に
着
手
し
て
お
り
、
計
画
的
に
進
捗

す
る
よ
う
望
み
ま
す
。

監
査
意
見

数
字
に
見
え
な
い
慎
重
な
行
政
執
行
を
求
め
る

　

清
野
佐
一
議
員
、
多
賀
剛
議
員
の
２
名
か
ら
、
ハ
ワ
イ
へ

の
西
会
津
産
米
販
路
開
拓
事
業
の
一
連
の
経
過
を
踏
ま
え
、

緊
張
感
を
持
っ
て
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
よ
う
求
め

る
決
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

ハ
ワ
イ
へ
の
販
路
開
拓
を
巡
っ
て
は
、
輸
入
規
制
と
い
う

販
路
開
拓
の
大
前
提
に
重
大
な
障
壁
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
議
会
へ
の
説
明
も
な
く
、
「
協
働
の
町
づ
く
り
」
を

進
め
る
う
え
で
も
充
分
に
注
意
さ
れ
、
緊
張
感
を
も
っ
て
行

政
執
行
に
あ
た
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
も
の
で
す
。

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
関
す
る
決
議
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決
算
を
問
う
！ 

議
員
の
目

 

町
民
バ
ス 

　

三
留
満
議
員

　

町
民
バ
ス
の
利
用
状
況
は
。

　

町
民
税
務
課
長

　

利
用
者
の
減
は
人
口
減
に

よ
る
影
響
と
考
え
る
。
野

沢
・
坂
下
線
は
西
会
津
高
校

の
通
学
者
数
が
減
っ
て
い
る

こ
と
が
要
因
と
考
え
る
。

 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ 

　

多
賀
剛
議
員

　

ダ
ビ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
手
数
料
は
受
託
者
の
収
入

と
す
べ
き
で
は
。

　

企
画
情
報
課
長

　

将
来
的
に
ど
う
す
る
の
か

は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業 

　

秦
貞
継
議
員

　

民
間
と
比
べ
て
サ
ー
ビ
ス

環
境
の
差
は
あ
る
か
。
今
後

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
対
す
る

考
え
は
。

　

企
画
情
報
課
長

　

家
庭
で
の
環
境
は
民
間
事

業
者
と
同
等
の
環
境
で
あ
る
。

動
画
の
高
速
送
受
信
対
応
な

ど
は
、
町
民
ニ
ー
ズ
と
費
用

対
効
果
を
考
え
な
が
ら
対
応

し
て
い
き
た
い
。

 

後
継
者
対
策
（
婚
活
） 

　

秦
貞
継
議
員

　

事
業
の
検
証
は
。

　

商
工
観
光
課
長

　

専
門
業
者
を
選
定
し
て
３

回
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
行
い

９
組
が
カ
ッ
プ
ル
と
な
っ
た
。

 

臨
時
福
祉
給
付
金 

　

多
賀
剛
議
員

　

対
象
者
全
員
に
給
付
で
き

た
か
。

　

健
康
福
祉
課
長

　

対
象
者
全
員
に
通
知
し
て

い
る
。
締
め
切
り
後
も
提
出

の
な
い
方
に
は
声
掛
け
働
き

か
け
を
行
う
が
、
す
べ
て
の

人
に
支
給
で
き
る
わ
け
で
は

な
い
。

 

総
括
質
疑 

　

多
賀
剛
議
員

①
事
業
の
評
価
は
で
き
て
い

る
か
。

　

総
務
課
長

　

担
当
課
で
評
価
を
行
い
、

副
町
長
の
確
認
を
経
て
、
今

後
の
方
針
を
立
て
て
い
る
。

②
不
納
欠
損
が
大
幅
に
減
っ

た
要
因
は
。

　

町
民
税
務
課
長

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影

響
か
ら
抜
け
た
こ
と
が
大
き

い
が
、
徴
収
努
力
も
あ
る
。

③
財
政
調
整
基
金
に
対
す
る

町
長
の
考
え
は
。

　

町
長

　

貯
め
る
の
が
目
的
で
は
な

い
と
考
え
る
。
地
方
創
生
で

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

お
り
、
必
要
な
事
業
に
は
財

政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し
て

で
も
取
り
組
み
た
い
。

平成28年度の主な事業

町道野沢柴崎線改良事業　２億1,037万円

役場新庁舎改修等工事　２億6,661万円
横町館跡発掘調査事業　　　2,251万円

さゆり公園施設改修工事　8,297万円
（防球ネット、屋内・屋外プールろ過装置等）

認定こども園整備事業　７億3,468万円
（外構工事・備品等を含む）
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一般会計歳入歳出決算の状況
※（　）内は前年度との増減、％は総額に占める割合

地方債年度末残高の推移

地方交付税の額 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度
普通交付税 26億34万円 25億9,408万円 25億5,598万円 26億3,327万円 26億1,900万円
特別交付税 4億2,279万円 4億2,924万円 5億813万円 2億9,197万円 4億1,008万円
合　計 30億4,313万円 30億2,332万円 30億6,411万円 29億2,524万円 30億2,908万円

前年度との比較 1,711万円 △1,981万円 4,079万円 △1億3,887万円 1億384万円

地方交付税・交付金
３２億４，２４７万円
 （8,196万円増）
４２．１%

歳入総額
７６億７，３５９万円
（10億3,481万円増）

国県支出金
１２億９，６９４万円
 （2億3,606万円増）

１６．９%

繰入金
１０億３，２４６万円 
（5億1,594万円増）

１３．５%

町税
６億８２１万円 
（1,147万円増）

 ７．９%

町債（借金）
９億３，２９０万円 
（1億8,700万円増）

１２．２%

繰越金
２億８，３６６万円
 （△1,712万円）
４．５%

使用料・手数料
１億５，５４６万円
 （79万円増）
２．１%

その他
１億２，１４９万円
 （1,871万円増）
１．６%

普通建設事業費
１８億４，４７６万円 
（7億499万円増）

２４．７%

物件費・維持補修費
１１億７，７３８万円
 （1億1,886万円増）

１５．８%

人件費
９億２，２４３万円
 （4,178万円増）
 １２．４%

歳出総額
７４億５，８６１万円
 （11億349万円増）

積立金
８億９，５７２万円
（2億1,723万円増）

１２．０%

公債費（借金返済額）
７億１，１１７万円 
（△3,705万円）

９．５%

他会計等への繰出金
６億８，８２４万円 
（△765万円）
 ９．２%

補助費等
６億９，７７５万円
（5,049万円増）

 ９．４%

扶助費（福祉関係費）
４億３，５４６万円
 （2,461万円増）
 ５．８%

その他
８，５７０万円 （△977万円）

１．４%

財政指標　　　　　　　　

　実質赤字比率　　� なし　（15％未満）

　連結赤字比率　　� なし　（20％未満）

　実質公債費比率　� 11.2％（25％未満）

　将来負担比率　　� 89.1％（350％未満）

　資金不足比率　　� なし　（20％未満）
※�（　　）内であれば財政健全化と判断される

財政調整基金年度末保有額

歳出決算の推移
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一
般
会
計
は
繰
越
金
の
確

定
、
普
通
交
付
税
の
決
定
、

会
津
13
市
町
村
で
取
組
む
森

林
資
源
を
活
用
し
た
新
産
業

づ
く
り
事
業
、
道
路
及
び
橋

梁
修
繕
、
７
月
に
発
生
し
た

豪
雨
に
よ
る
農
地
等
の
災
害

復
旧
な
ど
、
特
別
会
計
は
、

繰
越
金
の
確
定
が
主
な
内
容

で
す
。

主
な
質
疑

議
会
報
告
会
で
要
望
の

あ
っ
た
藤
棚
に
屋
根
を

設
置
す
る
予
算
を
計
上

　

多
賀
剛
議
員

　

さ
ゆ
り
公
園
の
修
繕
箇
所

は
。

　

商
工
観
光
課
長

　

屋
外
ト
イ
レ
の
浄
化
槽
、

体
育
館
誘
導
灯
、
藤
棚
へ
の

屋
根
設
置
を
予
定
し
て
い
る
。

福
島
ホ
ー
プ
ス
杯
野
球

大
会
開
催
に
30
万
円
を

補
助

　

多
賀
剛
議
員

　

大
会
の
規
模
は
。
関
連
し

て
ロ
ー
タ
ス
イ
ン
温
泉
施
設

の
改
修
時
期
は
。

　

生
涯
学
習
課
長

　

さ
ゆ
り
公
園
と
西
会
津
高

校
を
会
場
に
県
外
を
含
む
少

年
野
球
６
チ
ー
ム
で
行
う
予

定
。

　

商
工
観
光
課
長

　

12
月
か
ら
３
月
の
間
で
検

討
し
て
い
る
。

　　

秦
貞
継
議
員

　

補
助
要
件
は
。
野
球
以
外

の
団
体
も
該
当
す
る
の
か
。

　

生
涯
学
習
課
長

　

体
育
振
興
に
つ
な
が
る
こ

と
が
要
件
で
、
目
的
に
沿
え

ば
野
球
以
外
で
も
該
当
す
る
。

現
場
で
作
業
し
な
い
と

分
か
ら
な
い
部
分

　

工
事
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
、

床
下
を
補
修
す
る
必
要
が
あ

る
ほ
か
、
防
火
対
策
を
追
加

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

　

工
期
は
来
年
１
月
30
日
ま

で
で
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

遊
休
施
設
を
有
効
活
用

　

西
林
に
あ
る
旧
葉
た
ば
こ

育
苗
施
設
を
菌
床
培
養
施
設

に
改
修
し
て
活
用
す
る
も
の

で
、
国
の
地
方
創
生
拠
点
整

備
交
付
金
事
業
に
採
択
さ
れ
、

今
年
２
月
の
臨
時
会
で
予
算

を
議
決
し
た
繰
越
事
業
で
す
。

　

建
物
以
外
に
バ
イ
オ
マ
ス

ボ
イ
ラ
ー
設
置
な
ど
で

２
億
１
２
８
７
万
６
千
円
の

予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

菌
床
き
の
こ
生
産
規
模

拡
大
に
期
待

　

こ
れ
ま
で
は
生
産
者
が
自

ら
の
ハ
ウ
ス
で
培
養
管
理
を

行
っ
て
き
た
が
、
今
回
整
備

す
る
施
設
を
利
用
す
る
こ
と

で
規
模
拡
大
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

雇
用
創
出
に
も
期
待

　

施
設
運
営
の
た
め
の
雇
用

の
ほ
か
、
培
養
と
発
生
を
分

け
る
こ
と
で
、
新
規
参
入
者

の
増
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

主
な
質
疑

　

長
谷
川
義
雄
議
員

　

想
定
で
き
た
こ
と
で
は
。

　

建
設
水
道
課
長

　

耐
震
改
修
の
際
に
フ
ロ
ー

リ
ン
グ
を
敷
い
た
。
役
場
は

土
足
に
な
る
た
め
、
床
を
剥

が
し
た
と
こ
ろ
判
明
し
た
。 来年１月末完成、お盆前移転に向け工事が進んでいる。

一
般
会
計
ほ
か
７
特
別
会
計

３
億
４
４
７
６
万
４
千
円

�

を
増
額

１
億
２
１
５
２
万
４
千
円
を

財
政
調
整
基
金
へ

補正予算

床下修繕、防火対策工事の追加などで
1,563万円を増額

役 場 新 庁 舎 改 修 等 工 事

菌
床
培
養
施
設
整
備
工
事

地
方
創
生
の
拠
点
化
に
向
け
て

１
億
２
９
５
４
万
６
千
円
の

�

工
事
請
負
契
約
の
締
結
を
可
決

菌
床
き
の
こ
生
産
倍
増
と
雇
用
創
出

を
目
指
す
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審
査
報
告

現
行
の
規
定
で
運
用
が

可
能

　

現
行
条
例
の
な
か
に
町
長

の
裁
量
権
で
減
免
で
き
る
規

定
が
あ
り
、
改
正
の
必
要
性

は
認
め
ら
れ
な
い
。

利
用
促
進
に
向
け
て
改
善

を
求
め
る

　

町
の
雪
室
貯
蔵
施
設
は
有

効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
と
は

言
い
難
く
、
利
用
者
か
ら
も

湿
度
対
策
を
求
め
る
声
が
あ

る
こ
と
か
ら
改
善
に
向
け
た

取
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

条
例
改
正

個
人
情
報
保
護
条
例
及
び

情
報
公
開
条
例

大
切
な
個
人
情
報
を
保
護

し
ま
す
。

　

根
拠
法
令
の
改
正
に
合
わ

せ
て
条
例
を
改
正
す
る
も
の

で
、
個
人
情
報
保
護
条
例
で

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
ほ
か

指
紋
な
ど
の
身
体
的
特
徴
を

加
え
、
定
義
が
明
確
化
さ
れ

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
人
種
、
信
条
、

社
会
的
身
分
、
病
歴
な
ど
で

不
当
な
差
別
や
偏
見
が
生
じ

な
い
よ
う
、
要
配
慮
情
報
と

し
て
新
た
に
定
義
に
加
わ
り

ま
し
た
。

　

情
報
公
開
条
例
で
は
、
個

人
情
報
保
護
条
例
の
改
正
内

容
を
踏
ま
え
て
、
公
開
し
な

い
こ
と
が
で
き
る
情
報
の
定

義
が
明
確
化
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
理
由

利
用
者
保
護
と
適
正
な

維
持
管
理
を
求
め
る

　

雪
室
貯
蔵
施
設
の
空
調
に

不
具
合
が
あ
り
、
利
用
者
の

利
益
を
損
な
っ
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
規
定
ど
お
り
の

利
用
料
を
課
す
の
は
不
適
当

で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
施
設
設
備
に

瑕
疵
が
あ
る
場
合
を
減
免
規

定
に
加
え
て
、
利
用
者
の
利

益
保
護
と
適
正
な
維
持
管
理

を
図
る
必
要
が
あ
る
。

町の雪室の現況を調査

喜多方市山都町の雪室を視察

議員提出条例
雪室貯蔵施設条例の一部を改正する条例は否決

三
留
満

薄 秦
小　

柴

長
谷
川

猪　

俣

伊　

藤

渡　

部

三
留
正

多　

賀

青　

木

荒　

海

清　

野

武　

藤

× × × × × × × × ○ × × ○ × ―

○は賛成、×は反対。武藤議員は議長のため採決に加わっていません。

　先の６月議会定例会で三留正義議員、荒海清隆議員の２名から提出された西会津町雪室貯蔵条

例の一部を改正する条例について、付託された経済常任委員会では町の雪室施設の現状と近隣の

施設の現地調査を行うなどして審査を行いました。

　その結果、否決と決定し、本定例会に審査報告しました。

　なお、報告のなかで、施設の適正管理と利用促進に向けた取組みを求める意見を出しました。

　経済常任委員会の決定を受けて議案を採決し、賛成少数で否決となりました。

【採決結果】　否決（賛成２　反対11）
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財
産
の
取
得

　

医
療
機
械
、
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
を
購
入
す
る
も
の
で
、

す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

　

多
賀
剛
議
員

　

医
療
機
器
の
耐
用
年
数
は
。

　

健
康
福
祉
課
長

　

シ
ス
テ
ム
は
４
年
、
検
査

装
置
は
６
年
と
な
っ
て
い
る
。

使
用
状
況
に
も
よ
る
。

　

清
野
佐
一
議
員

　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
に
新

し
く
取
り
入
れ
る
装
備
な
ど

は
。

　

町
民
税
務
課
長

　

他
の
分
団
に
新
し
く
配
備

し
て
き
た
も
の
と
同
じ
。

町
特
別
功
労
表
彰
者
の

決
定
に
同
意

　

町
の
発
展
に
功
労
さ
れ
た

次
の
方
を
町
特
別
功
労
者
と

し
て
表
彰
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

五
十
嵐
幸
一
さ
ん（
５
町
内
）

　

消
防
団
活
動
で
町
民
の
安

全
・
安
心
に
功
労

伊
藤
豊
さ
ん
（
１
町
内
）

　

伝
統
民
芸
品
の
保
護
・
技

術
継
承
で
功
労

請
願
・
陳
情
の
審
査

■
「
全
国
森
林
環
境
税
の
創

設
に
関
す
る
意
見
書
採
択
」

に
関
す
る
陳
情

陳
情
者�　

全
国
森
林
環
境
税

創
設
促
進
議
員
連
盟

会
長　

板
垣
一
徳

【
結
果
】
採
択

提
出
し
た
意
見
書

■
「
全
国
森
林
環
境
税
」
の

創
設
に
関
す
る
意
見
書

　

森
林
整
備
に
必
要
な
財
源

と
す
る
た
め
の
税
の
創
設
を

国
に
求
め
る
も
の
。

【
結
果
】
採
択

【取得する財産及び取得価格】
○臨床検査システム　一式　2,862万円
　�　血液検査や尿検査などの検査数値をデータ管理するシ
ステムで、老朽化により更新するもの。

○医用画像情報システム　一式　2,214万円
　�　レントゲンなどの画像をデジタル処理するシステムで、
老朽化により更新するもの。

○生化学自動分析装置　一式　2,106万円
　�　血液や尿の各種成分を測定する機械で、老朽化により
更新するもの。

○内視鏡検査装置　一式　1,296万円
　�　老朽化により更新するもので、新たに鼻から入れるス
コープを導入して患者の負担軽減を図る。

○消防ポンプ自動車　１台　1,998万円
　　老朽化による更新で、第３分団上野尻班に配備する。

小学校プール建設の進め方を町と協議①これまでの経過

　町は基本設計でランチルー

ム隣に屋根付きプールを設置

することとし、議会はプール

整備に必要な予算を可決した。

③町からの提案
　町から屋根付き、屋根なし
を比較検討した結果、来年夏
から使えるよう、屋根なしの
標準的なプールとする提案を
受ける。

②浮上した問題

　実施設計の段階で、雪処理

の問題、資材費の高騰、定期

的なメンテナンスなどの課題

が浮上した。

⑤協議の結果
　屋根なしプールにするとい
う提案を白紙にして、屋根付
き、屋根なし、設置場所を含め、
問題解決に向けた検討を進め
ることとする。

④議会の意見
　町は雪処理やメンテナンス
を不安視する質問に大丈夫だ
と答えている。
　理由があって屋根付きにし
たのではないか。

⬇

⬇

⬇ ⬇

　９月８日の全員協議会で、町から西会津小学校にプールを整備するうえで
の課題の説明と屋根なしプールに変更する提案がありました。
　その後、９月15日に再度の協議を行い、今後の進め方を確認しました。
� （15ページに関連）

問�　小学校にプールをつく
らないということですか。

答�　プールをつくる方針に
変わりありません。どの
ようなプールが望ましい
か町で再検討することに
なりました。
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一
般
質
問
と
は

　

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
の
事
務
の
執
行
状
況

や
将
来
の
方
向
性
に
つ
い
て
報
告
や
説
明
を
求
め
、

町
民
の
た
め
の
適
切
な
行
政
運
営
が
進
め
ら
れ
て
い

る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
で
す
。

事
前
の
通
告
に
基
づ
き
質
問

　

質
問
者
は
、
議
長
の
許
可
を
得
て
事
前
に
執
行
者

に
通
告
し
た
内
容
に
沿
っ
て
質
問
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

１
時
間
以
内
な
ら
何
度
も
質
問
可
能

　

論
点
及
び
争
点
を
明
確
に
し
、
議
論
が
深
ま
る
よ

う
一
問
一
答
方
式
を
採
用
し
て
お
り
、
答
弁
を
含
め

て
１
時
間
の
時
間
内
で
あ
れ
ば
何
回
で
も
質
問
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
般
質
問
は
９
月
11
日
と

12
日
の
二
日
間
で
行
い
、
議

員
10
名
が
登
壇
し
て
、
新
し

く
就
任
し
た
薄
町
長
が
進
め

る
今
後
の
町
政
運
営
の
方
向

性
な
ど
を
中
心
に
問
い
た
だ

し
ま
し
た
。

質
問
順
序

（
９
月
11
日
）

・
三
留　

満�

議
員

・
秦　

貞
継�

議
員

・
薄　

幸
一�

議
員

・
猪
俣
常
三�

議
員

・
小
柴　

敬�

議
員

（
９
月
12
日
）

・
渡
部　

憲�
議
員

・
伊
藤
一
男�
議
員

・
長
谷
川
義
雄�
議
員

・
多
賀　

剛�

議
員

・
清
野
佐
一�

議
員

○猪俣常三議員（９ページ）
　①新規就農者に一貫した支援を
　②町道野沢柴崎線に防風柵の設置を
　③地域で利用できる施設で福祉向上を
　→介護保険事業計画のなかで検討

○多賀剛議員（10ページ）
　①町民の負託にどう応えるか

○三留満議員（11ページ）
　①農林業の危機的状況の打開策は

○清野佐一議員（12ページ）
　①町政運営の基本姿勢は

○薄幸一議員（13ページ）
　①子育て、老人福祉、人口減少への対応は
　②道路の安全性を確保できているか

○渡部憲議員（14ページ）
　①保育料無料化などの見通しは
　②国民年金額の範囲内で入所できる施設とは
　③役場庁舎移転への考えは
　→来年度の早期移転に向け作業中

○秦貞継議員（15ページ）
　①ビオトープの水源は確保できたか
　②小学校プールの進捗状況は
　③町の目指す教育は
　→知・徳・体の調和

○長谷川義雄議員（16ページ）
　①町民の健康増進に向けた取組みは
　②制度移行による国保税の影響は
　③障がい者福祉計画への対応は
　→平成30年２月を目途に策定

○伊藤一男議員（17ページ）
　①町政運営の考え方と見通しは

○小柴敬議員（18ページ）
　①今後の道路整備の進め方は
　②雪処理支援隊の効率的運用を
　③雪対策基本計画の進行管理は
　→委員会を組織して進行管理

※掲載ページは抽選による。
※掲載記事は２項目まで。
（→は掲載のない質問の主な答弁）

一
般
質
問 ここが聞きたい　10名が登壇
町政を問う町政を問う
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問　

新
規
就
農
者
が
安
心
し

て
定
着
で
き
る
よ
う
、
就
農

の
相
談
か
ら
、
栽
培
研
修
、

独
立
後
の
営
農
指
導
ま
で
の

一
貫
し
た
支
援
体
制
が
必
要

と
考
え
る
が
、
町
の
支
援
は

十
分
と
い
え
る
か
。

　

農
林
振
興
課
長

　

新
規
就
農
者
の
確
保
・
支

援
策
と
し
て
、
国
の
給
付
金

制
度
と
町
単
独
事
業
に
よ
り

資
金
面
の
支
援
を
し
て
い
る
。

　

そ
の
際
、
受
給
者
と
面
談

を
行
う
と
と
も
に
、
県
喜
多

方
農
業
普
及
所
、
Ｊ
Ａ
な
ど

と
連
携
し
た
毎
月
一
回
程
度

の
打
ち
合
わ
せ
の
中
で
、

個
々
の
計
画
に
沿
っ
た
支
援

を
し
て
い
る
。

　

栽
培
技
術
面
で
は
町
栽
培

指
導
専
門
員
が
主
に
作
物
管

理
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て

い
る
。

問　

町
栽
培
指
導
専
門
員
の

増
員
や
、
新
規
就
農
者
な
ど

を
育
成
す
る
組
織
を
立
ち
上

げ
る
考
え
は
な
い
か
。

　

農
林
振
興
課
長

　

新
規
就
農
者
が
増
加
し
て
、

支
援
が
十
分
に
行
き
届
か
な

い
よ
う
で
あ
れ
ば
体
制
強
化

を
検
討
す
る
。　

　

当
面
は
関
係
機
関
と
の
連

携
を
密
に
し
、
支
援
を
充
実

さ
せ
な
が
ら
、
就
農
に
関
す

る
相
談
か
ら
独
立
し
た
後
の

営
農
指
導
ま
で
、
き
め
細
か

に
支
援
し
て
い
く
。

問　

５
年
後
、
10
年
後
も
町

の
農
業
を
維
持
し
て
い
く
た

め
に
、
早
め
の
対
策
が
必
要

と
考
え
る
が
。

　

農
林
振
興
課
長

　

10
年
間
を
期
間
と
す
る
町

総
合
計
画
に
基
づ
き
、
前
期

と
後
期
そ
れ
ぞ
れ
５
年
間
の

基
本
計
画
を
策
定
し
、
農
地

保
全
、
担
い
手
確
保
、
パ
イ

プ
ハ
ウ
ス
整
備
、
有
害
鳥
獣

対
策
な
ど
の
施
策
を
実
施
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
な
か

で
も
、
町
の
農
林
業
資
源
を

活
か
し
た
仕
事
の
創
出
と
、

法
人
化
等
に
よ
る
担
い
手
の

問　

町
道
野
沢
柴
崎
線
の
通

称
な
ぎ
の
平
区
間
は
、
吹
き

さ
ら
し
で
ハ
ン
ド
ル
が
取
ら

れ
た
り
、
吹
雪
で
視
界
が
遮

ら
れ
た
り
す
る
危
険
が
あ
る
。

　

安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う

防
風
柵
の
設
置
な
ど
対
策
が

必
要
と
思
わ
れ
る
が
。

　

建
設
水
道
課
長

　

な
ぎ
の
平
は
風
の
強
い
場

所
で
、
県
道
に
設
置
さ
れ
て

い
る
が
、
県
道
と
は
方
向
が

違
う
た
め
、
風
向
き
な
ど
の

調
査
が
必
要
で
あ
る
。

　

吹
き
だ
ま
り
に
対
し
て
は

除
雪
で
対
応
し
て
い
る
。

　

防
風
柵
の
設
置
に
は
多
額

の
建
設
費
を
要
す
る
た
め
、

国
の
交
付
金
を
充
て
る
必
要

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
風
速
や

風
向
を
調
査
し
、
必
要
性
を

含
め
検
討
す
る
。

確
保
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
計
画
の
進
捗
状

況
を
踏
ま
え
、
今
後
も
農
林

業
振
興
策
の
た
め
の
施
策
を

推
進
す
る
。

安全に通行できるよう対策を

一般質問

猪
俣
常
三

議
員

一
貫
し
た
支
援
が
必
要
で
は

問答
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
支
援

新規就農

なぎの平に防風柵設置を問

答 風向きや雪の状況をみて検討

交
通
安
全

議会だよりにしあいづ／平成29年10月／139号9



問　

今
回
の
町
長
選
挙
は
三

つ
巴
の
大
変
厳
し
い
選
挙
で

あ
っ
た
が
、
選
挙
戦
を
通
し

て
感
じ
た
こ
と
は
。
ま
た
、

選
挙
結
果
を
ど
う
捉
え
る
か
。

　

町
長

　

前
回
の
選
挙
戦
後
か
ら
町

内
を
く
ま
な
く
歩
き
、
町
民

の
声
に
耳
を
傾
け
て
き
た
。

　

そ
の
中
で
、
少
子
高
齢
化
、

老
後
の
福
祉
、
経
済
や
雇
用

情
勢
、
農
業
情
勢
、
集
落
の

維
持
、
除
雪
と
い
っ
た
様
々

な
課
題
に
対
す
る
町
民
の
切

実
な
思
い
を
強
く
感
じ
た
。

　

特
に
人
口
減
少
が
進
む
中
、

こ
の
ま
ま
で
は
町
が
大
変
な

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
の

思
い
を
強
く
し
た
。

　

流
れ
を
変
え
て
、
元
気
で

活
気
あ
る
町
に
し
て
ほ
し
い

と
い
う
町
民
の
負
託
に
対
し
、

課
せ
ら
れ
た
使
命
と
責
任
の

重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る
。

問　

町
民
の
参
画
を
促
し
、

「
町
民
が
主
役
」
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
は

ど
の
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り

が
必
要
と
考
え
る
か
。

　

町
長

　

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の

基
本
で
あ
る
町
民
・
議
会
・

行
政
の
三
者
の
役
割
を
そ
れ

ぞ
れ
が
し
っ
か
り
守
る
こ
と

が
最
も
重
要
と
考
え
る
。

　

町
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く

り
に
は
、
も
っ
と
町
民
と
の

距
離
を
縮
め
、
生
の
声
を
聞

い
て
、
様
々
な
意
見
を
施
策

に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
町
民
の
皆
さ

ん
が
議
論
出
来
る
体
制
の
整

備
や
機
会
を
設
け
る
と
と
も

に
、
次
世
代
を
担
う
若
者
や

感
性
豊
か
な
女
性
の
視
点
か

ら
ま
ち
づ
く
り
に
提
言
で
き

る
よ
う
な
場
を
設
け
る
こ
と

も
検
討
す
る
。

問　

後
の
町
政
運
営
に
あ

た
っ
て
何
が
重
要
と
考
え
る

か
。

　

町
長

　

町
民
・
議
会
・
行
政
が
将

来
の
目
標
に
向
か
っ
て
一
つ

に
な
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
。

　

広
範
囲
に
わ
た
っ
て
町
が

よ
く
な
る
た
め
の
情
報
収
集

に
努
め
、
今
ま
で
培
っ
た
人

脈
も
活
か
し
な
が
ら
、
み
ん

な
で
力
を
合
わ
せ
て
活
気
あ

る
町
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

問　

職
員
の
意
識
改
革
と
は

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
指
す
の
か
。
何
を
期
待
す

る
か
。

　

町
長

　

役
場
は
文
字
ど
お
り
町
民

の
役
に
立
つ
場
所
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　

多
様
化
す
る
町
民
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
広

い
視
野
と
高
い
観
点
か
ら
創

意
、
工
夫
し
、
町
民
の
視
点

で
行
動
す
る
職
員
の
育
成
が

必
要
と
考
え
る
。

　

上
か
ら
目
線
で
は
な
く
、

町
民
よ
り
も
少
し
低
い
目
線

で
の
態
度
、
言
動
、
行
動
に

努
め
る
と
と
も
に
、
各
種
の

研
修
を
通
し
た
自
己
研
鑚
を

図
り
、
今
ま
で
以
上
の
意
識

改
革
を
期
待
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
で
き
る
限
り
職
員

と
の
対
話
の
機
会
を
設
け
、

風
通
し
を
良
く
し
て
職
員
が

思
い
き
っ
て
仕
事
が
で
き
る

よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
取
組

ん
で
い
く
。

積極的な町民参画で本物のまちづくりを

一般質問

多
賀　
剛

議
員

町民の負託にどう応える問

答 町民の声を聴き施策に反映

町
政
運
営

議会だよりにしあいづ／平成29年10月／139号 10



問　

町
の
農
林
業
は
危
機
的

状
況
で
個
人
の
力
で
は
限
界

に
き
て
い
る
と
の
声
が
あ
る
。

　

こ
の
危
機
的
状
況
を
打
開

す
る
た
め
に
は
公
社
を
含
む

新
し
い
組
織
や
シ
ス
テ
ム
の

構
築
が
必
要
と
考
え
る
。

　

町
は
こ
れ
ま
で
、
公
社
の

設
立
に
つ
い
て
は
担
い
手
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
す

る
と
し
て
き
た
が
、
町
長
の

考
え
は
。

　

町
長

　

農
家
を
取
り
巻
く
環
境
は

よ
り
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

そ
の
対
策
は
喫
緊
の
課
題
と

認
識
し
て
い
る
。

　

公
社
の
設
立
に
つ
い
て
は

選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
、
町

内
各
地
区
へ
の
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
整
備
構
想
と
合
わ
せ
て
、

農
業
関
係
各
団
体
等
と
意
見

交
換
を
進
め
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
。

　

そ
の
前
段
階
と
し
て
、
今

頑
張
っ
て
い
る
法
人
や
集
落

営
農
組
織
・
若
手
農
業
者
を

し
っ
か
り
と
支
援
、
育
成
し
、

そ
の
中
で
方
向
性
を
定
め
る

必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
集
落
単
位
で

の
農
業
機
械
の
共
同
利
用
化

や
集
落
営
農
の
組
織
化
・
法

人
化
・
認
定
農
業
者
へ
の
農

地
集
積
等
経
営
の
規
模
拡
大

に
よ
り
、
効
率
的
で
合
理
的

な
生
産
体
制
を
確
立
す
る
こ

と
が
急
務
と
考
え
、
複
数
の

集
落
等
で
話
し
合
い
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　

米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進

め
る
た
め
に
食
味
計
を
導
入

す
る
考
え
は
。

　

農
林
振
興
課
長

　

食
味
計
は
機
械
本
体
が
高

額
で
、
設
置
場
所
や
維
持
管

理
の
方
法
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
整
備
構
想
の
中
で

検
討
し
て
い
く
。

問　

米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
進
め
る
た

め
に
も
、
消
費
者
に
理
解
し

て
も
ら
え
る
基
準
が
求
め
ら

れ
る
。
そ
の
た
め
に
も
食
味

計
は
必
要
と
思
う
が
。

　

町
内
の
多
く
の
森
林
は
伐

採
期
を
迎
え
て
い
る
が
、
木

材
価
格
の
低
迷
に
よ
る
森
林

所
有
者
の
関
心
低
下
に
よ
り

資
源
の
有
効
活
用
が
進
ん
で

い
な
い
。

　

町
長

　

町
内
産
米
を
全
国
に
販
売

し
て
い
く
た
め
に
は
、
は
っ

き
り
し
た
基
準
が
必
要
と
考

え
る
の
で
、
具
体
的
な
可
能

性
を
検
討
す
る
。

問　

こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た

森
林
資
源
を
活
用
し
た
菌
床

用
オ
ガ
粉
・
ペ
レ
ッ
ト
等
の

生
産
施
設
整
備
計
画
に
つ
い

て
、
今
後
の
進
め
方
は
。

　

農
林
振
興
課
長

　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
で
、
き
の
こ
の

大
規
模
産
地
化
推
進
事
業
を

進
め
、
生
し
い
た
け
の
出
荷

量
を
５
年
間
で
倍
増
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　

目
標
達
成
に
向
け
、
国
の

交
付
金
事
業
で
、
森
林
資
源

の
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、

町
森
林
資
源
活
用
型
産
業
化

計
画
策
定
委
員
会
を
組
織
し
、

生
産
施
設
の
整
備
に
向
け
た

検
討
を
行
い
、
基
本
的
な
整

備
方
針
を
策
定
し
た
。

　

今
年
度
は
、
オ
ガ
粉
生
産

施
設
の
規
模
や
整
備
時
期
等

の
具
体
的
な
検
討
を
進
め
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

若手農家も町の将来を真剣に考えている

一般質問

三
留　
満

議
員

危
機
的
状
況
に
ど
う
対
応
す
る

問答
頑
張
る
農
家
を
し
っ
か
り
育
成
す
る

農業振興

議会だよりにしあいづ／平成29年10月／139号11



問　

町
長
就
任
に
あ
た
り
、

今
後
の
町
政
運
営
の
基
本
姿

勢
に
つ
い
て
次
の
点
を
伺
う
。

①　

前
回
の
町
長
選
挙
か
ら

四
年
間
暖
め
て
き
た
町
政
へ

の
基
本
的
な
考
え
は
。

　

町
長

　

前
回
の
選
挙
後
か
ら
町
内

を
く
ま
な
く
歩
き
、
町
民
の

声
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
中
で
、

少
子
高
齢
化
や
老
後
の
福
祉
、

経
済
や
雇
用
情
勢
、
集
落
維

持
な
ど
、
町
の
現
状
と
将
来

に
焦
燥
感
を
覚
え
、
解
決
の

た
め
の
方
策
と
し
て
５
つ
の

基
本
政
策
を
公
約
に
掲
げ
た
。

　

公
約
を
実
現
さ
せ
、
元
気

で
活
気
あ
る
町
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
に
し
て
ほ
し
い

と
い
う
町
民
の
切
実
な
願
い

に
応
え
る
こ
と
が
課
せ
ら
れ

た
使
命
と
認
識
し
て
い
る
。

②　

薄
町
政
と
し
て
ど
こ
に

力
点
を
置
く
の
か
。

　

町
長

　

最
大
の
課
題
は
人
口
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
。

　

そ
の
た
め
、
長
年
培
っ
て

き
た
行
政
経
験
と
人
脈
を
最

大
限
に
活
用
し
、
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

の
実
現
を
図
り
、
将
来
に
夢

と
希
望
の
持
て
る
ま
ち
づ
く

り
に
全
力
で
取
り
組
む
。

③　

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

の
基
本
理
念
で
あ
る
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に

し
て
進
め
る
の
か
。

　

町
長

　

町
民
の
声
を
聴
き
意
見
を

施
策
に
反
映
さ
せ
、
町
民
・

議
会
・
行
政
の
三
者
に
よ
る

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
く
。

⑤　

全
国
に
先
駆
け
た
先
進

的
な
取
組
み
を
学
ぼ
う
と
、

か
つ
て
年
間
２
５
０
余
り
の

視
察
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は

ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
の
状
況

を
ど
う
受
け
止
め
る
か
。

　

ど
の
よ
う
な
カ
ラ
ー
を
出

し
た
て
特
色
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
か
。

　

町
長

　

他
の
自
治
体
が
目
標
を

持
っ
て
努
力
し
て
き
た
結
果

と
認
識
し
て
い
る
。

　

時
代
の
流
れ
に
沿
っ
た
施

策
が
町
の
カ
ラ
ー
と
な
る
。

　

全
国
的
に
注
目
を
集
め
る

と
い
う
こ
と
は
、
町
の
情
報

が
全
国
に
発
信
さ
れ
る
こ
と

で
あ
り
、
町
の
活
気
に
繋
が

る
こ
と
か
ら
、
常
に
注
目
を

集
め
る
よ
う
な
特
色
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
、
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め

の
カ
ラ
ー
を
鮮
明
に
し
て
い

き
た
い
。

④　

町
長
の
仕
事
は
外
交
が

大
切
だ
と
力
説
さ
れ
て
い
る

が
、
町
民
の
声
に
耳
を
傾
け

る
こ
と
も
大
切
と
考
え
る
。

外
交
と
内
政
を
ど
の
よ
う
に

取
組
ん
で
い
く
の
か
。

　

町
長

　

町
民
が
何
を
望
ん
で
い
る

か
を
は
っ
き
り
し
な
い
と
、

外
交
の
目
的
が
見
え
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。

　

そ
の
た
め
、
対
話
の
機
会

を
で
き
る
だ
け
設
け
、
意
見

や
要
望
を
聴
き
な
が
ら
町
民

の
声
を
正
確
に
把
握
し
、
そ

れ
を
外
交
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
が
大
切
と
考
え
る
。

　

町
民
の
声
を
聴
く
た
め
に

は
、
気
楽
に
町
長
室
に
来
て

い
た
だ
け
る
環
境
も
必
要
で

あ
り
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で

町
長
日
程
を
お
知
ら
せ
し
て

い
る
。

ふたたび全国から注目されるまちへ

一般質問

清
野
佐
一

議
員

力点を置くところは問

答 人口減少に歯止めをかける

町
政
運
営
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問　

町
内
の
道
路
は
幅
員
が

狭
く
通
行
に
危
険
な
箇
所
も

多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
路

の
維
持
管
理
に
対
す
る
町
の

考
え
を
伺
う
。

　

建
設
水
道
課
長

　

町
道
の
多
く
は
昭
和
40
年

か
ら
50
年
代
に
か
け
て
整
備

し
た
も
の
で
、
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
た
め
、
調
査
や
点

検
の
結
果
に
基
づ
き
、
財
源

を
確
保
し
な
が
ら
計
画
的
に

改
良
や
修
繕
を
行
い
、
適
正

な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
る
。

　

特
に
、
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル

は
、
法
令
で
５
年
に
１
度
の

点
検
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
た
め
、
現
在
、
町
が
管
理

す
る
す
べ
て
の
橋
の
点
検
を

行
っ
て
お
り
、
今
後
は
点
検

結
果
に
基
づ
き
修
繕
を
進
め

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

舗
装
に
つ
い
て
は
、
路
面

状
況
の
点
検
を
実
施
し
て
、

点
検
結
果
と
交
通
の
状
況
を

考
慮
し
、
修
繕
に
力
を
入
れ

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問　

国
道
や
県
道
に
つ
い
て

は
、
地
域
住
民
に
計
画
や
進

捗
状
況
な
ど
を
知
ら
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
い
つ
対
応
し

て
も
ら
え
る
か
不
安
を
抱
え

て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
町
は

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
。

問　

人
口
減
少
が
問
題
と
な

る
な
か
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
町
づ
く
り
に
向
け
て
、
子

育
て
支
援
や
老
人
福
祉
に
ど

の
よ
う
に
取
組
む
の
か
。

　

健
康
福
祉
課
長

　

子
育
て
世
代
の
経
済
的
な

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、

保
育
料
の
無
料
化
を
来
年
度

か
ら
実
施
で
き
る
よ
う
取
組

ん
で
い
く
。

　

経
済
的
支
援
だ
け
で
な
く
、

各
種
支
援
を
充
実
さ
せ
、
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　

老
人
福
祉
で
は
、
サ
ロ
ン

の
拡
充
の
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
っ
た

社
会
参
加
の
促
進
を
図
り
、

地
域
全
体
で
高
齢
者
を
支
え
、

元
気
で
長
生
き
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

問　

人
口
減
少
に
よ
っ
て
集

落
機
能
の
維
持
管
理
が
困
難

な
自
治
区
が
増
加
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
す
る
施
策
は
。

　

企
画
情
報
課
長

　

集
落
支
援
を
担
当
す
る
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
１
名
を

配
置
し
、
集
落
支
援
員
と
連

携
し
て
集
落
支
援
活
動
に
取

組
ん
で
い
る
。

　

農
道
、
水
路
の
維
持
管
理

に
つ
い
て
は
、
新
た
な
仕
組

み
づ
く
り
を
検
討
す
る
。　

　

建
設
水
道
課
長

　

地
域
づ
く
り
懇
談
会
な
ど
、

機
会
あ
る
ご
と
に
要
望
し
て

お
り
、
特
に
地
域
か
ら
通
報

が
あ
っ
た
場
合
は
、
直
ち
に

道
路
管
理
者
で
あ
る
国
や
県

に
連
絡
し
て
、
早
期
の
対
応

を
要
請
し
て
い
る
。

いつ復旧するか住民は不安を抱えている

一般質問

薄　
幸
一

議
員

安
全
性
は
確
保
で
き
て
い
る
か

問答

財
源
を
確
保
し
計
画
的
に
修
繕

道路管理

子育て支援策は問

答 安心して子育てできる環境づくり

安
心
な
暮
ら
し
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問　

老
後
の
た
め
に
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
、
国
民
年
金
の
範
囲

内
で
入
所
で
き
る
施
設
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
誰
も

が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る

の
か
。

　

町
長

　

国
民
年
金
の
み
で
暮
ら
す

世
帯
に
と
っ
て
は
、
介
護
が

必
要
に
な
っ
た
と
き
の
不
安

が
大
き
い
た
め
、
空
き
家
や

空
き
施
設
を
利
用
し
た
介
護

付
き
の
共
同
住
宅
や
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
な

ど
を
想
定
し
て
い
る
。

　

前
例
の
な
い
取
組
み
に
な

る
の
で
、
知
恵
を
出
し
合
い
、

国
に
も
働
き
か
け
、
実
現
を

目
指
す
。

　

利
用
に
あ
た
っ
て
は
収
入

や
世
帯
の
状
況
に
よ
っ
て
基

準
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
。

問　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
施
設
の
増

設
に
つ
い
て
の
見
通
し
は
。

　

町
長

　

施
設
の
増
設
に
つ
い
て
は

介
護
保
険
事
業
計
画
の
中
で
、

町
の
実
態
を
把
握
し
、
将
来

に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

問　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

を
増
設
す
れ
ば
町
民
負
担
は

ど
の
く
ら
い
増
え
る
か
。

　

健
康
福
祉
課
長

　

20
床
増
設
す
る
と
仮
定
し

た
場
合
、
町
の
負
担
が
年
間

１
千
万
円
程
度
、
介
護
保
険

料
が
月
額
２
百
円
程
度
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
。

問　

保
育
料
無
料
化
に
必
要

な
金
額
は
。

　

町
長

　

一
人
目
半
額
に
よ
る
軽
減

額
が
１
２
０
０
万
円
な
の
で
、

無
料
化
に
は
２
４
０
０
万
円

が
必
要
と
な
る
。

問　

小
中
一
貫
教
育
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

町
長

　

学
校
、
保
護
者
、
地
域
の

合
意
形
成
が
で
き
て
い
な
い

こ
と
が
課
題
と
考
え
る
。

問　

次
世
代
の
人
材
を
育
成

す
る
施
策
と
し
て
、
保
育
料

無
料
化
、
学
校
給
食
の
無
料

化
、
小
中
学
校
の
学
力
向
上

を
掲
げ
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
に
し
て
取
組
ん
で
い
く
の

か
。
ま
た
見
通
し
は
ど
う
か
。

　

町
長

　

保
育
料
の
無
料
化
は
平
成

30
年
度
か
ら
実
施
す
る
考
え

で
あ
り
、
一
般
会
計
の
な
か

か
ら
財
源
を
調
整
す
る
。

　

今
後
、
財
源
確
保
の
一
つ

と
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

活
用
を
検
討
す
る
。

　

学
校
給
食
の
無
料
化
に
つ

い
て
は
任
期
中
に
実
施
で
き

る
よ
う
取
組
ん
で
い
く
。

　

学
力
向
上
に
つ
い
て
は
、

教
育
委
員
会
と
教
育
政
策
の

方
向
性
を
共
有
し
な
が
ら
実

現
に
向
け
て
努
力
し
て
い
く
。

こどもは町の宝

一般質問

渡
部　
憲

議
員

国民年金で入所できる施設とは問

答 空き家を活用した施設を想定

老
後
の
安
心

実
現
の
見
通
し
は

問答

来
年
度
か
ら
実
施
す
る

保育料無料化
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問　

西
会
津
小
学
校
に
設
置

さ
れ
て
い
る
ビ
オ
ト
ー
プ
に

関
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
問
題

点
と
今
後
の
利
活
用
に
つ
い

て
次
の
点
を
問
う
。

①　

ビ
オ
ト
ー
プ
を
設
置
し

よ
う
と
し
た
当
初
の
目
的
は
。

　

学
校
教
育
課
長

　

小
学
校
を
新
築
す
る
際
に
、

子
ど
も
た
ち
が
自
然
と
触
れ

合
う
場
・
地
域
の
憩
い
の
場

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
目

的
に
整
備
し
た
。

②　

現
状
は
ど
う
で
あ
る
か
。

　

学
校
教
育
課
長

　

年
間
を
通
じ
て
安
定
し
た

水
量
が
確
保
で
き
て
い
な
い
。

　

当
初
計
画
し
て
い
た
敷
地

内
を
流
れ
る
水
路
の
流
水
は
、

夏
の
時
期
に
水
量
が
激
減
し

て
生
物
が
生
息
で
き
る
環
境

に
な
っ
て
い
な
い
。

　

そ
の
た
め
、
今
年
度
か
ら

尾
野
本
水
利
組
合
の
協
力
を

得
て
、
畑
な
ど
を
灌
漑
す
る

用
水
の
利
用
を
試
み
た
が
、

水
の
供
給
が
一
時
停
止
す
る

な
ど
、
計
画
ど
お
り
の
分
水

が
で
き
な
か
っ
た
。

③　

年
間
を
通
し
て
生
物
が

生
息
で
き
る
環
境
を
整
え
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
自
然

に
囲
ま
れ
た
西
会
津
の
教
育

施
設
と
し
て
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

　

学
校
教
育
課
長

　

で
き
る
だ
け
早
く
本
来
の

設
置
目
的
で
あ
る
学
習
や
憩

い
の
場
と
な
り
、
そ
こ
で
学

ぶ
児
童
の
姿
を
学
校
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
発
信
で
き
る
よ

う
、
引
き
続
き
水
源
の
確
保

や
施
設
の
改
修
な
ど
も
視
野

に
、
調
査
・
検
討
を
進
め
て

い
く
。

①　

現
在
の
進
捗
状
況
は
。

　

学
校
教
育
課
長

　

基
本
設
計
の
配
置
場
所
、

工
事
費
を
基
に
実
施
設
計
の

策
定
作
業
を
進
め
て
い
る
。

②　

現
段
階
で
問
題
点
や
修

正
点
は
出
て
な
い
か
。

　

学
校
教
育
課
長

　

屋
根
付
き
プ
ー
ル
を
設
置

す
る
計
画
で
進
め
て
き
た
が
、

雪
処
理
や
建
設
資
材
の
高
騰

と
い
っ
た
問
題
が
浮
上
し
、

年
度
内
の
完
成
が
難
し
い
状

況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
来
年

の
夏
か
ら
プ
ー
ル
が
使
え
る

よ
う
、
屋
根
の
な
い
標
準
的

な
プ
ー
ル
に
変
更
し
た
い
。

問　

今
回
の
問
題
に
つ
い
て

町
は
ど
う
考
え
る
か
。

　

町
長

　

進
め
方
が
甘
く
、
お
詫
び

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

様
々
な
検
討
を
し
た
結
果
、

や
む
を
得
な
い
と
判
断
し
た
。

　

こ
の
問
題
を
整
理
す
る
た

め
、
後
日
全
員
協
議
会
を
開

催
し
、
建
設
す
る
方
向
性
は

堅
持
し
な
が
ら
、
設
置
場

所
・
屋
根
付
き
・
屋
根
な
し

を
含
め
て
一
度
白
紙
に
戻
し
、

関
係
者
を
交
え
検
討
し
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

�

【
７
ペ
ー
ジ
に
詳
細
】

問　

小
学
校
に
整
備
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
プ
ー
ル
に

つ
い
て
、
次
の
点
を
問
う
。

プール建設予定地だった校舎裏

一般質問

秦　
貞
継

議
員

生
物
が
棲
め
る
環
境
に
な
っ
た
か

問答

水
源
の
確
保
が
で
き
て
い
な
い

ビオトープ

どこまで進んでいるか問

答 問題浮上で計画を変更したい

小
学
校
プ
ー
ル
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問　

厚
生
労
働
省
か
ら
全
国

都
道
府
県
別
の
死
亡
率
が
発

表
さ
れ
、
福
島
県
は
男
性
が

５
番
目
、
女
性
が
２
番
目
と

高
く
、
心
筋
梗
塞
の
死
亡
率

は
全
国
一
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
次
の
点
を
伺
う
。

①　

本
町
の
心
筋
梗
塞
に
よ

る
死
亡
者
数
は
。

　

健
康
福
祉
課

　

男
性
６
名
、
女
性
２
名
の

計
８
名
で
あ
り
、
県
と
比
べ

て
男
性
は
死
亡
率
が
高
く
、

女
性
は
低
く
、
全
体
と
し
て

高
い
傾
向
に
あ
る
。

②　

要
因
は
据
え
て
い
る
か
。

　

健
康
福
祉
課

　

運
動
不
足
、
不
適
切
な
食

生
活
、
過
度
の
飲
酒
、
喫
煙

な
ど
の
不
健
康
な
生
活
習
慣

に
よ
る
、
脂
質
異
状
症
、
肥

満
症
、
高
血
圧
症
、
糖
尿
病

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

③　

健
康
増
進
へ
の
更
な
る

取
組
み
は
。

　

健
康
福
祉
課

　

平
成
27
年
に
策
定
し
た
西

会
津
町
健
康
増
進
計
画
の
中

で
、
減
塩
や
禁
煙
、
野
菜
の

摂
取
や
適
度
な
運
動
の
推
進
、

健
診
の
未
受
診
者
に
対
す
る

受
診
勧
奨
な
ど
を
進
め
、
生

活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
減
ら

す
よ
う
に
指
導
す
る
と
共
に
、

健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
標
に

健
康
づ
く
り
を
進
め
る
。

②　

町
の
一
人
あ
た
り
医
療

費
水
準
は
。

　

町
長

　

平
成
28
年
度
速
報
値
で
一

人
あ
た
り
33
万
３
２
３
円
と

な
っ
て
お
り
、
県
内
で
低
い

方
か
ら
５
番
目
で
あ
る
。

③　

保
険
料
を
抑
え
る
た
め

の
健
康
づ
く
り
も
重
要
と
考

え
る
が
、
町
の
取
組
み
は
。

　

町
長

　

現
状
を
把
握
し
、
専
門
の

先
生
に
指
導
を
お
願
い
し
て

取
組
ん
で
い
く
考
え
。

問　

来
年
度
か
ら
国
民
健
康

保
険
の
財
政
運
営
主
体
が
市

町
村
か
ら
都
道
府
県
に
移
行

す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

将
来
的
に
保
険
料
を
統
一
す

る
方
向
で
検
討
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
か
ら
、
次
の
点
に

つ
い
て
伺
う
。

①　

制
度
移
行
後
の
保
険
料

は
ど
れ
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

　

町
長

　

試
算
で
は
、
一
人
あ
た
り

平
均
で
10
万
２
２
８
７
円
と

い
う
金
額
が
示
さ
れ
、
今
年

度
の
減
税
財
源
投
入
後
の
税

額
と
同
程
度
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
今
後
行
わ
れ
る

県
と
市
町
村
の
協
議
の
結
果

が
出
な
い
と
判
断
で
き
な
い

と
こ
ろ
が
あ
る
。

平成30年4月から国民健康保険制度が変わります

③市町村から集
めた納付金や国
の財政支援を財
源にして、保険給
付に必要な費用
の全額を市町村
に支払う

①県が市町村ごとに納付金の額を決定

②加入者が納める保険料
を県に納付

一般質問

長
谷
川
義
雄

議
員

健康づくりへの取組みは問

答 健康寿命の延伸を進める

健
康
増
進

制
度
移
行
で
負
担
は
ど
う
な
る

問答

影
響
は
少
な
い
見
通
し

国民健康保険
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問　

町
内
を
く
ま
な
く
歩
き
、

町
民
の
声
を
聴
き
各
種
施
策

を
公
約
に
掲
げ
、
見
事
激
戦

を
制
し
た
町
長
に
は
、
人
口

減
少
問
題
を
は
じ
め
と
す
る

諸
課
題
に
対
し
、
ど
の
よ
う

な
舵
取
り
を
す
る
か
、
多
く

の
町
民
が
注
視
し
、
期
待
し

て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
町
政
運
営
の
基

本
的
な
取
組
み
方
と
し
て
次

の
点
を
問
う
。

①　

こ
れ
ま
で
の
内
向
き
の

町
政
運
営
か
ら
外
に
向
か
っ

て
の
大
胆
な
発
想
に
よ
り
、

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
と

所
信
表
明
で
述
べ
て
い
る
が
、

具
体
的
な
取
組
み
は
。

　

町
長

　

町
長
の
仕
事
の
中
で
最
も

重
要
な
こ
と
は
外
交
で
あ
る

と
考
え
る
。

　

国
や
県
、
関
係
機
関
な
ど

に
足
を
運
び
、
様
々
な
情
報

を
い
ち
早
く
収
集
し
、
そ
の

情
報
を
活
か
し
て
全
国
に
先

駆
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

そ
れ
を
外
に
向
か
っ
て
積
極

的
に
発
信
し
て
い
く
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
以
前
の

百
歳
へ
の
挑
戦
や
ミ
ネ
ラ
ル

栽
培
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な

ど
の
よ
う
な
全
国
か
ら
注
目

さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
。

②　

５
つ
の
基
本
政
策
に
つ

い
て
事
業
実
施
の
目
途
は
。

　

町
長

　

事
業
内
容
に
よ
っ
て
今
す

ぐ
で
き
る
も
の
、
少
し
時
間

の
必
要
な
も
の
と
あ
る
が
、

任
期
の
中
で
結
果
を
出
す
た

め
に
最
大
限
努
力
す
る
。

③　

活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り

と
は
、
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
す
の
か
。

　

町
長

　

町
全
体
が
一
つ
の
目
標
に

向
か
っ
て
進
む
特
色
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
明
確
な
目

標
を
掲
げ
、
国
の
情
報
を
先

取
り
し
て
、
町
が
輝
い
て
賑

わ
い
が
生
ま
れ
る
よ
う
な
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

問　

雇
用
確
保
と
企
業
誘
致

の
考
え
方
は
。

　

町
長

　

企
業
誘
致
は
難
し
い
課
題

と
認
識
し
て
い
る
。

　

誘
致
以
外
に
起
業
も
一
つ

の
選
択
肢
で
あ
り
、
森
林
資

源
の
活
用
が
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
既
存
企
業
の
支
援

に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

人
材
確
保
も
重
要
な
課
題

で
あ
り
、
町
に
生
ま
れ
育
っ

た
人
が
地
元
に
定
着
し
、
地

域
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育

成
す
る
た
め
に
は
、
教
育
の

な
か
で
町
の
素
晴
ら
し
さ
を

教
え
る
こ
と
も
大
切
な
こ
と

で
あ
る
。

　

今
の
町
の
状
況
は
、
全
国

に
発
信
で
き
る
特
色
あ
る
ま

ち
づ
く
り
が
な
さ
れ
て
い
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

　

そ
の
要
因
は
、
国
の
情
報

が
直
接
入
っ
て
こ
な
く
な
り
、

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
目
標

が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
と

こ
ろ
に
あ
る
と
考
え
る
。

問　

活
気
あ
る
町
に
は
経
済

の
活
性
化
が
欠
か
せ
な
い
が
、

ど
の
よ
う
に
取
組
む
考
え
か
。

　

町
長

　

公
共
土
木
事
業
が
効
果
的

と
考
え
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
人
の
集
ま
る

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
農
林
業

の
活
性
化
な
ど
に
よ
っ
て
、

地
元
に
お
金
が
回
る
仕
組
み

を
つ
く
り
、
町
を
活
気
あ
る

も
の
に
し
て
い
き
た
い
。

活気あるまちづくりに注目

一般質問

伊
藤
一
男

議
員

内
向
き
か
ら
の
脱
却
と
は

問答

外
交
に
よ
る
情
報
の
先
取
り

町政運営
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問　

雪
処
理
支
援
隊
事
業
が

始
ま
っ
て
３
年
目
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
よ
り
充
実
し
た

も
の
と
す
る
た
め
、
次
の
点

を
問
う
。

①　

隊
員
を
１
名
増
員
し
て

６
名
と
し
、
３
名
ず
つ
２
班

に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
小
型

除
雪
機
を
配
備
す
る
こ
と
で

効
率
が
上
が
り
、
充
実
強
化

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
。

　

健
康
福
祉
課
長

　

今
後
、
事
業
対
象
者
や
範

囲
が
増
え
る
こ
と
考
え
ら
れ

る
の
で
、
状
況
を
み
な
が
ら

前
向
き
に
検
討
す
る
。

②　

昨
年
度
の
実
績
は
ど
う

で
あ
っ
た
か
。

　

健
康
福
祉
課
長

　

支
援
対
象
者
は
13
人
で
、

主
に
独
居
高
齢
者
で
あ
る
。

　

隊
員
５
名
の
実
働
日
数
は

12
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
、

37
日
間
で
あ
っ
た
。

③　

今
年
度
の
隊
員
募
集
は

い
つ
頃
を
予
定
し
て
い
る
か
。

　

健
康
福
祉
課
長

　

昨
年
同
様
、
10
月
中
に
隊

員
募
集
を
実
施
し
、
降
雪
前

に
、
体
制
を
整
え
る
。

問　

雪
処
理
に
関
す
る
マ

ナ
ー
や
ル
ー
ル
、
相
談
窓
口

を
ま
と
め
た
冬
の
く
ら
し
ガ

イ
ド
の
作
成
は
ど
の
程
度
ま

で
進
ん
で
い
る
か
。

　

企
画
情
報
課
長

　

役
場
の
庁
内
検
討
組
織
で

あ
る
雪
対
策
部
会
が
中
心
と

な
り
、
作
成
及
び
編
成
作
業

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
専
門
家
に
よ
る
ア
ド
バ

イ
ス
や
雪
対
策
基
本
計
画
推

進
委
員
会
で
の
意
見
を
伺
い

な
が
ら
降
雪
前
ま
で
に
は
町

内
全
世
帯
へ
配
布
す
る
予
定

と
し
て
い
る
。

問　

橋
梁
点
検
の
進
捗
状
況

と
今
後
の
改
修
計
画
は
。

　

建
設
水
道
課
長

　

町
が
管
理
す
る
１
６
６
橋

の
点
検
を
専
門
業
者
に
委
託

し
、
今
年
度
中
に
点
検
が
完

了
す
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

　

今
後
は
国
の
交
付
金
を
活

用
し
、
緊
急
性
の
高
い
も
の

か
ら
計
画
的
に
修
繕
を
行
い

安
全
確
保
に
努
め
る
。

問　

経
年
劣
化
の
著
し
い
舗

装
の
修
繕
と
道
路
整
備
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
。

　

建
設
水
道
課
長

　

路
面
状
況
を
調
査
し
、
今

後
、
損
傷
度
や
交
通
状
況
を

し
て
計
画
的
な
修
繕
を
進
め

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
実

施
計
画
に
計
上
し
て
、
財
源

を
確
保
し
な
が
ら
進
め
る
。

問　

町
道
野
沢
柴
崎
線
の
完

成
は
い
つ
ご
ろ
に
な
る
か
。

　

建
設
水
道
課
長

　

現
在
、
橋
立
３
号
橋
付
近

の
路
面
を
嵩
上
げ
す
る
工
事

の
た
め
全
面
通
行
止
め
と
し

て
い
る
が
、
10
月
上
旬
に
は

片
側
交
通
と
し
、
12
月
の
早

い
時
期
の
完
了
を
予
定
し
て

い
る
。

　

橋
屋
橋
の
架
け
替
え
工
事

を
含
め
、
福
島
県
と
の
連
絡

を
密
に
し
て
、
今
年
度
中
の

全
線
供
用
開
始
を
目
指
し
、

工
事
を
進
め
て
い
く
。

問　

完
成
時
に
慶
事
を
行
う

計
画
は
あ
る
か
。

　

建
設
水
道
課
長

　

完
成
後
に
は
、
「
橋
渡

り
」
等
の
慶
事
を
予
定
し
て

い
る
。

開通が待たれる野沢柴崎線

一般質問

増員と機械化で効率化を目指せ問

答 運用状況をみながら検討

雪
処
理
支
援
隊

今
後
の
進
め
方
は

問答
修
繕
に
も
力
を
入
れ
安
全
確
保

道路整備

小
柴　
敬

議
員
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保
護
者
か
ら
の
小
学
校

統
合
を
求
め
る
要
望
を

機
会
に
保
・
小
・
中
連
携

教
育
導
入
に
向
け
着
手

　

湯
沢
町
は
保
護
者
の
反
発

で
小
学
校
統
合
を
断
念
し
た

経
過
が
あ
り
、
少
子
化
の
進

行
や
耐
震
化
の
問
題
か
ら
、

保
護
者
が
統
合
を
望
む
声
が

出
て
き
た
の
を
機
会
に
保
小

中
連
携
教
育
導
入
に
向
け
て

動
き
出
し
、
教
育
、
保
育
、

建
設
の
各
分
野
を
検
討
し
て

方
向
性
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

関
係
者
が
同
じ
目
線
で

中
学
校
に
隣
接
す
る

高
校
跡
地
を
活
用
し
て

一
体
型
の
施
設
を
整
備

　

整
備
構
想
の
中
で
、
中
学

校
の
隣
に
高
校
跡
地
が
あ
り
、

認
定
こ
ど
も
園
と
小
学
校
を

併
設
し
、
保
小
中
が
一
体
化

し
た
教
育
施
設
と
す
る
べ
き

と
の
結
論
に
至
る
と
、
議
会

も
同
じ
方
針
を
打
ち
出
し
て

お
り
、
地
域
・
保
護
者
・
教

育
委
員
会
・
学
校
と
も
同
じ

目
線
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

成
果
と
課
題
を
明
ら
か

に
し
な
が
ら
慎
重
に

　

一
体
型
の
施
設
環
境
を
活

か
し
、
小
中
学
校
合
同
の
体

育
祭
や
部
活
動
、
学
校
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
こ
ど

も
園
の
園
児
と
の
交
流
な
ど
、

様
々
な
形
で
連
携
が
進
め
ら

れ
、
成
果
が
見
え
始
め
て
い

る
が
、
義
務
教
育
学
校
へ
の

移
行
に
は
メ
リ
ッ
ト
を
し
っ

か
り
確
認
し
て
か
ら
と
い
う

こ
と
で
、
ま
だ
先
の
よ
う
で

す
。

地
域
の
理
解
が
不
可
欠

　

一
貫
教
育
の
導
入
に
は
、

何
よ
り
も
保
護
者
と
地
域
の

理
解
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
成
功
事
例

を
参
考
に
す
る
だ
け
で
な
く
、

町
の
地
域
性
や
町
民
の
考
え

を
大
切
に
し
、
慎
重
に
検
討

す
る
こ
と
が
望
ま
れ
、
議
会

と
し
て
も
子
ど
も
の
成
長
に

と
っ
て
何
が
大
切
か
と
い
う

視
点
で
、
引
き
続
き
調
査
検

討
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

安
心
し
て
就
農
で
き
る

仕
組
み
が
必
要

　

若
手
農
家
か
ら
は
、
自
ら

の
経
験
に
基
づ
い
て
、
新
た

に
農
業
を
志
す
若
者
が
定
着

で
き
る
よ
う
研
修
中
や
独
立

し
て
経
営
が
安
定
す
る
ま
で
、

安
心
し
て
取
組
め
る
環
境
を

求
め
る
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
間
部
の
実
情
に

詳
し
い
農
家
か
ら
、
後
継
者

対
策
と
し
て
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
を
募
集
し
て
は
と
い

う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

販
路
開
拓
と
ブ
ラ
ン
ド

化
の
た
め
の
支
援
を

　

中
堅
農
家
か
ら
は
、
販
路

開
拓
や
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け

て
町
の
旗
印
を
掲
げ
て
支
援

し
て
も
ら
え
る
と
、
生
産
者

も
頑
張
り
が
い
が
あ
る
し
、

規
模
を
拡
大
し
て
農
地
を

守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
気
に

も
な
れ
る
と
い
っ
た
意
欲
的

な
意
見
が
出
さ
れ
る
な
ど
、

時
間
を
延
長
し
て
活
発
に
意

見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

町
の
若
手
・
中
堅
農
家

  14
名
と
意
見
交
換

　

「
未
来
へ
つ
な
ぐ
！
西
会

津
の
農
業
を
考
え
る
」
を

テ
ー
マ
に
意
見
交
換
を
実
施

し
ま
し
た
。

５
年
先
を
見
据
え
て

対
策
を

　

町
の
農
家
の
平
均
年
齢
は

70
歳
を
超
え
、
５
年
内
に
は

激
減
す
る
と
い
う
こ
と
を
前

提
に
対
策
が
必
要
と
い
う
厳

し
い
現
状
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

小中一貫教育調査特別委員会管外行政調査
施設一体型保小中一貫教育の導入
事例を調査
■ 実施日　平成 29 年８月２日（水）
■ 調査先　新潟県湯沢町『 湯沢学園 』

西会津町議会一般会議
ＪＡ会津よつば青年連盟北部地区
西会津支部と町の農業を語る
■ 実施日　平成 29 年８月 25 日（金）
■ 場　所　ロータスイン

一
般
会
議
と
は
？

　

町
内
で
活
動
す
る
団
体

等
と
議
員
が
意
見
交
換
す

る
場
で
、
出
さ
れ
た
意
見

や
要
望
を
政
策
提
言
や
一

般
質
問
を
通
し
て
町
に
提

言
し
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

目
的
で
す
。

　

会
合
や
行
事
に
合
わ
せ

た
開
催
も
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

上野博章支部長に感想を
伺いました。

　農業は個人の所得としてだけでな
く、山・水などの住環境の保全や再循
環など多面的な機能を担っています。
　町の農業を絶やすことのないよう、
今後も認識の共有化や課題解決に向け
て意見交換していきたいと思います。
　機会をいただきありがとうございま
した。
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総
務
常
任
委
員
会
事
務
調
査
7/11
7/26
8/21

　

総
務
常
任
委
員
会
は
、
所

管
す
る
事
務
・
事
業
の
う
ち
、

町
民
と
議
会
と
の
懇
談
会

（
議
会
報
告
会
）
で
出
さ
れ

た
要
望
等
の
状
況
調
査
と
、

本
年
４
月
に
開
園
し
た
西
会

津
町
こ
ゆ
り
こ
ど
も
園
の
運

営
状
況
、
町
内
に
あ
る
指
定

文
化
財
の
保
存
状
況
等
に
つ

い
て
、
実
状
を
把
握
す
る
と

と
も
に
課
題
と
対
応
策
等
を

検
討
す
る
た
め
、
次
の
と
お

り
視
察
・
調
査
を
行
っ
た
。

 

空
き
家
対
策   �

危
険
家
屋
に
は
適
切
か
つ

臨
機
応
変
な
対
処
を

　

平
成
26
年
度
に
行
っ
た
調

査
で
は
、
７
４
５
棟
の
空
き

家
が
存
在
し
、
現
在
は
さ
ら

に
増
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

倒
壊
し
て
事
故
に
つ
な
が

り
か
ね
な
い
危
険
な
家
屋
に

対
し
て
は
、
適
切
か
つ
臨
機

応
変
な
対
処
が
求
め
ら
れ
る
。  

役
場
窓
口
対
応 

笑
顔
で
爽
や
か
な
対
応
で

印
象
は
変
わ
る

　

昼
休
み
中
の
窓
口
対
応
に

つ
い
て
は
、
労
働
時
間
等
の

制
約
が
あ
っ
て
、
休
息
時
間

中
の
拘
束
は
で
き
な
い
こ
と

は
理
解
で
き
る
が
、
笑
顔
で

爽
や
か
な
対
応
は
、
そ
れ
だ

け
で
も
与
え
る
印
象
は
相
当

変
わ
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、

今
以
上
に
町
民
に
寄
り
添
っ

た
窓
口
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　

な
お
、
町
民
税
務
課
で
は

当
番
制
で
昼
休
み
時
間
帯
の

ほ
か
、
毎
週
火
・
木
曜
日
は

午
後
７
時
ま
で
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
る
。

 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ 

デ
ー
タ
放
送
を
有
効
に

活
用
し
て
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を

　

過
去
の
お
知
ら
せ
放
送
が

見
た
い
と
の
要
望
に
つ
い
て
、

54
項
目
の
デ
ー
タ
を
放
送
で

き
、
内
容
を
登
録
す
れ
ば
一

定
の
情
報
は
視
聴
で
き
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
る
。

 

デ
マ
ン
ド
バ
ス 

当
日
予
約
は
配
車
の
組
み

直
し
が
発
生

　

当
日
予
約
も
料
金
を
前
日

ま
で
の
予
約
と
統
一
し
て
ほ

し
い
と
の
要
望
に
つ
い
て
、

当
日
予
約
は
配
車
計
画
を
組

み
直
し
、
予
約
者
に
時
間
変

更
の
連
絡
を
入
れ
る
必
要
も

出
て
く
る
た
め
、
料
金
設
定

が
異
な
る
。

直
営
な
ら
で
は
の
利
便
性

向
上
を

　

新
た
な
停
留
所
の
設
置
や

無
予
約
で
の
途
中
乗
車
に
関

す
る
要
望
に
つ
い
て
、
法
令

や
運
行
上
の
制
約
か
ら
難
し

い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
費
用
対

効
果
と
利
便
性
の
向
上
を
両

立
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

町
民
の
足
を
確
保
す
る
た
め

に
運
行
で
き
る
の
は
町
直
営

だ
か
ら
こ
そ
の
サ
ー
ビ
ス
あ

り
、
今
後
も
町
民
の
意
向
に

沿
っ
た
利
便
性
の
向
上
が
望

園
児
の
送
迎
に
課
題

　

町
全
域
を
対
象
と
す
る
た

め
、
園
児
の
送
迎
に
最
長
で

45
分
か
か
っ
て
お
り
、
保
護

者
の
要
望
を
聞
き
な
が
ら
効

率
的
な
対
応
を
と
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

よ
り
よ
い
保
育
環
境
の

構
築
に
向
け
て
話
し
合
い

の
機
会
を

　

月
一
回
の
職
員
会
議
を
開

い
て
い
る
も
の
の
、
福
祉
会
、

町
、
現
場
の
職
員
な
ど
、
関

係
者
が
集
ま
っ
て
の
会
議
は

現
在
（
調
査
時
点
）
ま
で
開

か
れ
て
お
ら
ず
、
よ
り
よ
い

保
育
環
境
の
構
築
に
向
け
て
、

関
係
者
間
の
連
絡
、
話
し
合

い
の
場
を
持
つ
こ
と
が
望
ま

し
い
。

 

指
定
文
化
財 

認
知
度
向
上
と
今
後
の

維
持
管
理
が
課
題

　

町
内
に
は
数
多
く
の
指
定

文
化
財
が
点
在
し
て
い
る
が
、

町
内
外
を
問
わ
ず
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。

　

ま
た
、
文
化
財
の
維
持
管

理
に
は
集
落
等
の
相
当
の
労

力
が
費
や
さ
れ
て
お
り
、
人

口
減
少
が
進
む
中
、
今
後
は

困
難
な
状
況
も
出
て
く
る
と

予
想
さ
れ
る
。

観
光
案
内
ガ
イ
ド
の
活
躍

に
期
待

　

文
化
財
の
認
知
度
を
高
め

る
た
め
に
、
現
在
要
請
中
の

観
光
案
内
ガ
イ
ド
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
現
在
作
成
中
の
歴

史
文
化
基
本
構
想
の
中
で
、

今
後
の
保
存
伝
承
方
法
を
合

わ
せ
て
観
光
資
源
と
し
て
も

有
効
な
利
活
用
計
画
を
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
。

ま
れ
る
。

 

こ
ゆ
り
こ
ど
も
園 

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

ま
で
切
れ
目
な
く
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
支
援

　

こ
ゆ
り
こ
ど
も
園
は
、
町

の
子
育
て
支
援
の
拠
点
と
し

て
①
認
定
こ
ど
も
園
、
②
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
③
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
備
え
、

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
、

子
育
て
に
関
す
る
支
援
を
切

れ
目
な
く
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

行
っ
て
い
る
。

開
放
的
な
こ
ゆ
り
こ
ど
も
園

個人が保管する貴重な文化財を調査
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経
済
常
任
委
員
会
事
務
調
査
7/24
7/25
8/22

　

経
済
常
任
委
員
会
は
、
所

管
す
る
事
務
・
事
業
の
う
ち
、

町
民
と
議
会
と
の
懇
談
会

（
議
会
報
告
会
）
で
出
さ
れ

た
要
望
等
の
状
況
調
査
と
し

て
、
さ
ゆ
り
公
園
の
管
理
状

況
、
西
会
津
国
際
芸
術
村
の

運
営
、
集
落
環
境
維
持
と
地

域
活
性
化
、
集
落
内
の
町
道

及
び
河
川
の
現
況
、
除
雪
体

制
に
つ
い
て
、
実
状
を
把
握

す
る
と
と
も
に
課
題
と
対
応

策
等
を
検
討
す
る
た
め
、
次

の
と
お
り
現
地
を
調
査
し
た
。

 

さ
ゆ
り
公
園 

日
陰
の
で
き
な
い
藤
棚
の

対
策
を
望
む

　

藤
棚
に
屋
根
を
設
置
し
て

ほ
し
い
と
い
っ
た
要
望
に
対

し
て
、
５
棟
あ
る
う
ち
の
２

棟
で
藤
の
蔓
が
枯
れ
て
日
陰

に
な
ら
な
い
状
況
で
、
何
ら

か
の
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

（
補
正
予
算
で
修
繕
費
が
計

上
さ
れ
ま
し
た
。
）

景
観
に
配
慮
し
な
が
ら

外
周
路
の
安
全
確
保
を

　

野
球
場
及
び
多
目
的
広
場

の
外
周
路
は
成
長
し
た
樹
木

の
根
に
よ
っ
て
所
々
が
盛
り

上
が
り
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
際

に
転
倒
す
る
危
険
が
あ
り
、

景
観
と
利
用
者
の
安
全
性
を

考
慮
し
た
良
好
な
環
境
の
維

持
が
望
ま
れ
る
。

 

西
会
津
国
際
芸
術
村 

道
案
内
表
示
の
充
実
が

望
ま
れ
る

　

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
場
所
に

看
板
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

簡
易
な
も
の
で
見
過
ご
す
こ

と
も
予
想
さ
れ
、
し
っ
か
り

し
た
分
か
り
や
す
い
表
示
板

の
設
置
が
望
ま
れ
る
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
の
車
の

乗
り
入
れ
管
理
徹
底
を

　

芸
術
村
へ
の
進
入
路
部
分

が
舗
装
さ
れ
、
大
幅
に
改
善

し
て
い
る
が
、
今
後
は
乗
り

入
れ
可
能
区
域
を
明
確
に
表

示
し
て
、
使
用
後
の
地
な
ら

し
を
徹
底
す
る
な
ど
の
配
慮

が
望
ま
れ
る
。

町
内
か
ら
の
来
館
者
も

増
加

　

町
内
の
団
体
が
主
催
す
る

展
示
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

通
し
て
町
内
の
来
館
者
が
増

え
て
お
り
、
町
民
の
意
識
が

浸
透
し
て
い
る
の
を
確
認
し

た
。

　

よ
り
親
し
ま
れ
る
施
設
と

な
る
よ
う
、
今
後
の
取
組
み

 

町
道
管
理  

自
治
区
の
合
意
形
成
と

町
の
丁
寧
な
対
応
を

　

議
会
報
告
会
で
要
望
の

あ
っ
た
、
自
治
区
内
の
道
路

や
河
川
な
ど
の
危
険
箇
所
を

調
査
し
た
。

　

程
度
の
大
小
は
あ
る
が
、

以
前
か
ら
要
望
を
し
て
い
る

の
に
進
ま
な
い
と
い
う
と
こ

ろ
は
共
通
し
て
お
り
、
自
治

区
内
で
合
意
を
形
成
し
て
、

自
治
区
長
か
ら
町
に
要
望
す

る
と
い
う
流
れ
の
確
立
が
必

要
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
陳
情
の
方
法
な
ど

を
親
切
丁
寧
に
説
明
す
る
と

い
っ
た
町
の
対
応
も
必
要
と

考
え
る
。

 

除
雪
体
制 

直
営
・
委
託
で
出
動
状
況

は
ほ
ぼ
同
じ

　

直
営
と
委
託
で
出
動
に
差

が
あ
る
と
の
声
に
つ
い
て
、

昨
年
度
の
出
動
実
績
を
み
る

と
大
き
な
違
い
は
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
直
営
の
方
が
除

雪
車
１
台
あ
た
り
の
除
雪
延

長
が
長
く
、
公
共
施
設
内
の

除
雪
を
直
営
で
行
っ
て
い
る

た
め
、
結
果
と
し
て
差
が
つ

い
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

出
動
基
準
改
善
で
対
応
が

迅
速
に

　

昨
年
度
か
ら
出
動
基
準
を

「
積
雪
15
㎝
に
達
し
た
と
き
」

か
ら
、「
15
㎝
を
超
え
る
と

見
込
ま
れ
る
場
合
」
に
出
動

で
き
る
よ
う
改
善
さ
れ
、
雪

の
降
り
方
を
見
て
迅
速
に
出

動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

道
路
管
理
の
違
い
で
差
が

出
な
い
よ
う
望
む

　

今
後
も
通
勤
通
学
前
や
不

規
則
な
降
雪
へ
の
対
応
や
、

町
縦
貫
道
の
よ
う
に
町
道
と

県
道
が
入
り
混
じ
る
よ
う
な

路
線
に
お
い
て
、
管
理
の
違

い
で
除
雪
に
極
端
な
差
が
生

じ
な
い
よ
う
、
万
全
の
除
雪

体
制
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
を

望
む
。

に
期
待
す
る
。

 

集
落
環
境
維
持 

不
足
す
る
労
力
確
保
に

支
援
の
手
を

　

過
疎
・
高
齢
化
が
進
み
、

集
落
環
境
を
維
持
す
る
人
手

が
不
足
す
る
な
か
、
機
械
化

に
よ
る
省
力
化
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

町
も
検
討
し
て
は
い
る
が
、

現
地
の
状
況
に
よ
っ
て
出
来

る
場
所
と
で
き
な
い
場
所
が

あ
り
、
検
討
が
必
要
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

木の根で外周路が盛り上がる棚に藤がまったく張っていない

芸術村は町民の利用も増えている
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
各

方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
町

民
の
方
々
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
通
し
て
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
野
沢
の
ま
つ
り

伝
承
に
活
躍
さ
れ
て
い
る

四
五
六
会
（
す
ご
ろ
く
か

い
）
会
長
の
加
藤
豊
彦
さ
ん

（
６
町
内
）
で
す
。

―
四
五
六
会
結
成
の
背
景
は
。

　

山
車
と
神
輿
の
揃
っ
た
賑

や
か
な
お
祭
り
を
目
指
し
、

故
山
本
宣
夫
前
会
長
と
大
堀

一
衛
さ
ん
方
が
中
心
に
な
っ

て
昭
和
56
年
に
実
現
を
果
た

し
、
現
在
の
四
五
六
会
に
至

り
ま
し
た
。

―
会
長
と
し
て
の
苦
労
話
な

ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

山
車
と
神
輿
に
は
そ
れ
ぞ

れ
責
任
者
を
置
き
ま
す
が
、

仕
事
な
ど
の
都
合
で
適
任
の

責
任
者
を
擁
立
で
き
な
く
て
、

山
車
と
神
輿
両
方
と
全
体
を

一
人
で
統
括
し
た
時
期
が
あ

り
、
大
勢
の
人
を
ま
と
め
る

全
国
町
村
議
会
広
報
研
修

会
に
参
加

　

議
会
広
報
特
別
委
員
会
で

は
、
９
月
28
日
に
東
京
都
で

行
わ
れ
た
全
国
町
村
議
会
広

報
研
修
会
に
参
加
し
て
き
ま

し
た
。

「
伝
え
る
広
報
」
か
ら

「
伝
わ
る
広
報
」
へ

　

文
章
の
書
き
方
で
は
、

「
結
論
を
先
に
」
「
短
く
」

「
見
た
目
よ
く
」
の
３
点
を

心
が
け
る
こ
と
の
重
要
性
を

学
び
ま
し
た
。

紙
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

融
合
で
よ
り
詳
し
く

　

最
近
は
紙
面
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
と
か
け
あ
わ
せ
た
広

報
が
登
場
し
て
い
ま
す
。

　

紙
面
の
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
電
子
機
器

で
読
み
取
っ
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
こ
と
で
、

情
報
を
よ
り
深
く
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
情
報
技
術
の
活

難
し
さ
を
改
め
て
知
り
、
そ

の
頃
が
一
番
大
変
で
し
た
。

―
今
後
の
課
題
は
。

　

や
は
り
「
ひ
と
」
の
問
題

で
す
ね
。
山
車
の
乗
組
員
や

神
輿
の
担
ぎ
手
が
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
何
と

か
維
持
し
て
い
き
た
い
で
す
。

―
今
年
は
第
二
地
区
の
祭
礼

委
員
長
も
さ
れ
て
い
ま
す
が

山
車
の
修
繕
等
は
ど
の
よ
う

に
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
か
。

　

平
成
27
年
度
の
祭
礼
委
員

会
の
方
々
を
は
じ
め
野
沢
自

治
区
長
連
絡
協
議
会
の
方
々

の
尽
力
に
よ
り
、
今
年
度
、

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育
成
事
業
（
宝

く
じ
事
業
）
に
該
当
し
、
山

車
の
前
輪
付
近
や
ブ
レ
ー
キ

部
、
そ
し
て
明
治
か
ら
受
け

継
ぐ
太
鼓
の
革
の
張
替
え
な

ど
の
修
繕
が
で
き
ま
し
た
。

関
係
各
位
に
は
こ
の
場
を
借

り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

―
議
会
や
町
に
望
む
こ
と
は
。

　

「
賑
わ
い
」
の
創
出
で
す
。

第
一
次
・
第
二
次
産
業
に
充

実
し
た
政
策
を
お
願
い
し
た

い
で
す
。
そ
れ
が
全
体
の

「
賑
わ
い
」
に
結
び
つ
く
と

信
じ
て
い
ま
す
。

―
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
後
も
ご
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

こ
の
人
に

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

議
会
の
動
き

用
は
本
町
議
会
で
も
活
用
で

き
る
方
法
で
あ
り
ま
す
。

全
国
の
優
良
広
報
紙
か
ら

紙
面
づ
く
り
を
学
ぶ

　

昨
年
度
の
議
会
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
で
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
岩
手
県
金
ヶ
崎
町
、
宮
城

県
利
府
町
議
会
の
議
会
広
報

の
優
れ
た
点
や
編
集
体
制
に

つ
い
て
審
査
員
に
解
説
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

両
議
会
と
も
本
委
員
会
で

視
察
に
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
、

今
回
の
研
修
を
通
し
て
、
限

ら
れ
た
人
員
の
な
か
で
も
努

力
を
惜
し
ま
ず
、
町
民
と
の

パ
イ
プ
役
と
し
て
の
使
命
を

改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

新
人
議
員
と
し
て
２
年
が

経
過
し
た
と
こ
ろ
で
副
委
員

長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

　

ま
だ
若
輩
者
で
は
あ
り
ま

す
が
、
委
員
長
を
補
佐
し
、

よ
り
町
民
の
皆
様
に
親
し
ま

れ
る
議
会
だ
よ
り
の
作
成
を

目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
は
、
議
会
や

町
政
側
か
ら
の
目
線
だ
け
で

は
な
く
、
読
ん
で
い
た
だ
く

町
民
の
皆
さ
ん
の
目
線
に
立

ち
、
興
味
を
持
っ
て
頂
く
議

会
だ
よ
り
を
作
成
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
が
町
民
の
皆

さ
ん
の
身
近
な
も
の
に
な
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
手
に
取
っ
て
読
ん
で
い
た

だ
き
、
率
直
な
意
見
や
感
想

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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